


2

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

常
陸
太
田
市
第
５
次
総
合
計
画
（
基
本

構
想
）
で
は
、
ま
ち
の
将
来
像
「
快
適
空

間 

〜 

自
然
・
歴
史
を
活
か
し
、
人
・
地
域

が
か
が
や
く
協
働
の
ま
ち 

〜 

」
の
実
現

を
目
指
し
て
、
4
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

８
つ
の
政
策
、
44
項
目
の
基
本
施
策
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
策
定
し
た
後
期
基
本
計
画
は
、

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
の
５

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
計
画
を
定
め

た
も
の
で
、
そ
の
中
で
も
５
年
間
に
お
い

て
先
導
し
て
行
う
施
策
を
「
重
点
戦
略
」

と
し
て
位
置
づ
け
、
戦
略
的
な
事
業
展
開

を
図
り
、「
市
民
の
誰
も
が
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
ま
ち
（
快
適
空
間
）」
の
具

現
化
を
目
指
し
ま
す
。

今
月
号
の
特
集
で
は
、
後
期
基
本
計
画

の
初
年
度
と
な
る
平
成
24
年
度
の
主
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

＊ 

市
第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
概
要
版
を
、

後
日
全
戸
配
布
し
ま
す
。

重点戦略

１

ストップ少子化・若者定住戦略
◎地域ぐるみの子育て支援体制の強化
◎子育て家庭への支援の充実
◎若者定住の促進
◎企業誘致の促進と企業支援の強化による雇用の確保
◎市街地の活性化
◎交流活動の充実

重点戦略

2

ふるさとの未来を託す人づくり・
コミュニティづくり戦略
◎魅力ある学校づくり
◎豊かな心と健やかな体の育成
◎郷土への愛着心の育成
◎生涯学習・生きがい活動の充実
◎地域を支えるコミュニティづくりと市民協働の推進
◎地域文化・スポーツ活動の充実

重点戦略

3

災害にみんなで備える安全・安心な
まちづくり戦略
◎災害に備える地域防災体制の強化
◎災害に強い社会生活基盤（インフラ）の整備
◎地域で支える安全・安心なまちづくり
◎循環型社会の構築と自然環境の保全

重点戦略

4

地域産業の振興とにぎわい創出
による元気づくり戦略
◎地域資源を活かした基幹産業の再生・復興
◎地域産業を支える担い手づくり
◎常陸太田ブランドの創出・育成
◎ふるさと発見とにぎわいづくり
◎歴史資源の保存・活用

重点戦略

5

地域で支え合う いきいき健康・
福祉の環境づくり戦略
◎市民主役の健康づくり
◎地域で支え合う福祉体制づくり
◎要援護者の自立を支える環境づくり

重点戦略

6

市民生活を支える公共交通
ネットワークづくり戦略
◎公共交通の維持確保と利用促進
◎ＪＲ水郡線（太田線）の利用促進と環境整備
◎広域幹線道路の整備促進

 

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
策
定

特 

集　

第
５
次
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
・
平
成
24
年
度
の
主
な
取
り
組
み
・
予
算
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﹇
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
﹈

 

○ 

新
婚
家
庭
へ
の
家
賃
助
成

を
拡
充

… 

家
賃
の
助
成
額
月
１
万
円
を

２
万
円
に
、
申
請
日
を
婚
姻
時

か
ら
１
年
を
３
年
に
、
年
齢
要

件
を
夫
婦
い
ず
れ
も
40
歳
以
下

か
ら
50
歳
以
下
に
拡
充
し
ま
し

た
。

○ 

２
人
目
以
降
の
保
育
料
を

月
３
千
円
を
限
度
に
減
額

… 
保
育
園
ま
た
は
幼
稚
園
に
２
人

以
上
入
園
し
て
い
る
場
合
、
２

人
目
以
降
の
保
育
料
を
月
３
千

円
を
限
度
に
減
額
し
ま
す
。

輝
く
人
づ
く
り
を
進
め
ま
す

全
力
で
復
旧
・
復
興
を

平
成
24
年
度
の
主
な
取
り
組
み

﹇ 

市
民
生
活
の
再
生
﹈

○
住
宅
の
耐
震
化
を
促
進

○ 

市
道
や
橋
梁
、
下
水
道
施
設
の

整
備

○ 

放
射
線
量
測
定
と
情
報
公
開
、

空
間
放
射
線
測
定
器
の
貸
出

﹇
産
業
・
経
済
・
交
流
・
地
域
文
化
の

再
建
﹈

○ 

農
業
者
や
中
小
企
業
者
等
へ
の

利
子
補
給
等
の
実
施
、
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
補
助

○ 

市
民
交
流
や
観
光
交
流
、
ま
つ

り
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
支
援
・
充

実
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大

﹇ 

防
災
の
ま
ち
づ
く
り
﹈

○
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

○
学
校
等
施
設
の
耐
震
化

○ 

市
役
所
本
庁
や
山
吹
運
動
公
園

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
を
本
市
の
最
重
要
課
題
と

し
、
少
し
で
も
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
市
の
将
来

を
担
う
若
者
が
定
住
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
に
生
活
で
き
る
よ
う
、
生

活
基
盤
の
復
旧
や
再
建
支
援
、
各
施
設
の
耐
震
化
、
地
域

防
災
計
画
の
見
直
し
、
産
業
活
動
支
援
な
ど
、
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
と
放
射
能
対
策
を
最
優
先
課
題
と
し
、
全

力
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

特 集　笑顔あふれるまちづくり

　○ 

第
３
子
以
降
の
保
育
園
・

幼
稚
園
保
育
料
を
無
料
に

… 

保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
の
第
３

子
以
降
児
の
保
育
料
の
無
料
化

を
今
年
度
も
実
施
し
ま
す
。

○ 

（
仮
称
）
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を

開
設

… 

乳
児
を
連
れ
た
外
出
を
応
援
す

る
た
め
、
授
乳
や
オ
ム
ツ
換
え

が
で
き
る
場
所
を
パ
ル
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
設
置
し
ま
す
。

○ 

子
育
て
家
庭
応
援
情
報
誌
「
や

ま
ぶ
き
キ
ッ
ズ
」
を
発
行

○ 

不
妊
治
療
費
助
成
の
所
得
制
限

を
廃
止

　
○ 

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
相
談

室
を
開
設

○ 

小
学
校
の
専
任
司
書
を
全

校
に
配
置

… 

専
任
司
書
の
配
置
を
10
校
か
ら

14
校
全
校
に
拡
充
し
ま
す
。

○ 

未
来
を
拓
く
常
陸
太
田
っ

子
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業

… 

小
学
５
・
６
年
生
の
理
科
授
業

に
理
科
支
援
員
を
派
遣
し
ま
す
。

﹇
楽
し
い
人
生
の
生
き
が
い
づ
く
り
﹈

○ 

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
な

ん
で
も
」
学
べ
る
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
地
区
公

民
館
活
動
を
活
性
化

○ 

市
民
が
日
常
的
に
運
動
し
健
康

に
暮
ら
せ
る
よ
う
「
健
康
ス

ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を

実
施

市
民
体
育
館
の
耐
震
補
強
等

○ 

自
主
防
災
会
の
整
備
拡
充
支
援
、

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

○ 

災
害
時
に
お
け
る
的
確
・
迅
速

な
情
報
提
供
環
境
の
構
築

○ 

災
害
時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ

ラ
ン
の
策
定
、
除
染
対
策
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﹇ 

温
も
り
の
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
﹈

 

○ 

地
域
で
の
見
守
り
体
制
を

整
備

… 

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
が
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、

在
宅
ケ
ア
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、

地
域
の
方
々
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
が
連
携
し
て
支
え
あ
う
、

地
域
で
の
見
守
り
体
制
を
整
備

し
て
い
き
ま
す
。

○ 

マ
ル
福
（
妊
産
婦
）
対
象

者
の
拡
大
等
、
医
療
費
を

助
成

… 

妊
産
婦
の
対
象
者
の
所
得
制
限

を
撤
廃
し
、
対
象
と
な
る
疾
病

を
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学

生
ま
で
の
医
療
費
助
成
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

﹇
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
﹈

○ 

北
消
防
署
金
砂
出
張
所
を

開
設

… 

４
月
１
日
か
ら
下
宮
河
内
町

に
金
砂
出
張
所
を
開
設
。
ま

た
、
消
防
団
車
両
の
更
新
や
防

火
水
槽
の
設
置
な
ど
、
地
域
防

災
基
盤
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

○ 

自
警
団
へ
の
支
援
の
充
実
、
防

犯
灯
の
効
果
的
な
整
備

○ 

子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど
を
対

象
に
実
技
を
取
り
入
れ
た
交

通
安
全
講
習
会
の
開
催

○ 
消
費
者
相
談
体
制
の
充
実
、
消

費
者
講
座
の
開
催
等

安
ら
ぎ
の
あ
る
快
適
環
境
を
つ
く
り
ま
す

地
域
社
会
の
中
で
、
市
民
や
地
域
組
織
が
そ
の
能
力
を
活

か
し
、
お
互
い
が
支
え
合
い
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

市
民
協
働
に
よ
り
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
べ
き
豊
か
な
自
然

環
境
の
保
全
や
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
生
活

環
境
の
充
実
、
市
民
の
生
活
や
生
命
を
守
る
地
域
社
会
の

確
保
な
ど
を
進
め
ま
す
。

保
す
る
た
め
、
路
線
バ
ス
の
運

行
維
持
、
市
民
バ
ス
や
水
郡
線

と
の
ア
ク
セ
ス
改
善
等
を
進
め

ま
す
。

○ 

道
路
等
の
整
備

… 

国
道
２
９
３
号
バ
イ
パ
ス
や
国

道
４
６
１
号
水
府
里
美
間
、
木

崎
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、

早
期
に
利
用
で
き
る
よ
う
整
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○ 

老
朽
配
水
管
の
布
設
替
え
、
公

共
下
水
道
の
整
備
等

○ 

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
等
へ
の

助
成
等
に
よ
り
健
康
づ
く
り
を

支
援

○ 

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
の
特

定
健
康
診
査
や
脳
ド
ッ
ク
健
診

等
の
費
用
助
成

﹇
快
適
な
暮
ら
し
づ
く
り
﹈

○ 
新
し
い
ゴ
ミ
分
別
収
集
の

実
施

… 

新
し
い
ゴ
ミ
分
別
収
集
を
開
始

し
、
よ
り
効
率
的
な
資
源
ゴ
ミ

の
分
別
・
回
収
等
を
行
い
ま
す
。

○ 

地
域
公
共
交
通
の
利
便
性

向
上
・
利
用
促
進

… 

交
通
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者

や
子
ど
も
た
ち
の
利
便
性
を
確

総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
の
答
申
書

を
市
に
提
出

３
月
22
日
、
市
総
合
計
画

審
議
会
（
根
本
義
勝
会
長
）

が
、
第
5
次
総
合
計
画
の
後

期
基
本
計
画
に
つ
い
て
の
答

申
書
を
大
久
保
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。

後
期
の
計
画
期
間
は
平
成

24
年
度
〜
28
年
度
の
5
年
間
。

重
点
戦
略
に
「
ス
ト
ッ
プ
少

子
化
・
若
者
定
住
」「
災
害

に
み
ん
な
で
備
え
る
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」
な
ど

6
項
目
（
２
ペ
ー
ジ
を
参
照
）

を
掲
げ
、
こ
の
答
申
書
に
基

づ
き
、
市
は
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
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市
民
や
団
体
・
自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
主

的
に
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
へ
の
支
援
を
行
い
、市
民
活
動
・

地
域
活
動
の
育
成
と
活
性
化
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
行
財
政
改
革
の
推
進
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性

向
上
に
努
め
ま
す
。

○ 

大
学
と
の
連
携
協
定
に
よ
る
地

域
資
源
を
活
用
し
た
交
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
新
商
品
開

発
を
実
施

○ 

職
員
数
の
抑
制
を
図
り
な
が
ら

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
図
り
、
人
材
の

育
成
を
推
進

ま
ち
の
元
気
を
つ
く
り
ま
す

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
に

本
市
の
自
然
、
歴
史
、
文
化
、
風
土
の
中
で
育
ま

れ
て
き
た
独
自
の
産
業
や
地
域
資
源
の
育
成
と
有

効
活
用
を
一
体
的
に
進
め
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
、
人
々
が
盛
ん
に
交
流
す
る
空
間
を
創
出
し
、

市
民
が
誇
り
と
愛
着
を
持
っ
て
暮
ら
す
「
ま
ち
の

元
気
づ
く
り
」
を
進
め
ま
す
。

﹇
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
交
流
空
間
づ
く
り
﹈

○ 

特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

推
進

… 

本
市
特
産
品
で
あ
る
コ
シ
ヒ

カ
リ
や
常
陸
秋
そ
ば
、
ぶ
ど

う
等
の
生
産
拡
大
と
品
質
の

向
上
、
販
路
拡
大
に
努
め
な

が
ら
、
特
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○ 

地
域
資
源
を
活
か
し
た
体

験
・
滞
在
型
観
光
を
推
進 

… 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
増
員

し
、
着
地
型
ツ
ア
ー
の
実
施

特 集　笑顔あふれるまちづくり

や
、
新
商
品
開
発
、
情
報
発
信

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○ 

旧
金
砂
小
の
体
験
型
交
流
施
設

と
し
て
の
改
修

○ 

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
実
施

団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

○ 

大
分
県
臼
杵
市
と
の
都
市
交
流

の
推
進

　
﹇ 

地
域
を
支
え
る
産
業
の
元
気
と
働

く
環
境
づ
く
り
﹈

○ 

地
場
農
産
物
を
広
め
る
た

め
地
産
地
消
を
推
進

… 

Ｊ
Ａ
茨
城
み
ず
ほ
や
農
業
生
産

団
体
と
連
携
し
、
市
内
直
売
所

や
学
校
給
食
へ
地
場
農
産
物
の

利
用
拡
大
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

○ 

農
業
の
生
産
拡
大
・
販
売

に
結
び
つ
く
環
境
と
体
制

づ
く
り

… 

県
や
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
農
業
の

生
産
拡
大
・
販
売
に
結
び
つ
く

環
境
と
体
制
づ
く
り
を
進
め
、

ま
た
、
生
産
者
や
新
規
就
農
者

へ
の
支
援
、
新
商
品
づ
く
り
に

向
け
た
支
援
、
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ

ブ
等
の
組
織
化
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

○ 

戸
別
所
得
補
償
制
度
、
担
い
手

対
策
、
耕
作
放
棄
地
解
消
等
、

総
合
的
な
農
業
施
策
を
推
進

○ 

若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
と
従

業
員
の
定
住
に
向
け
た
支
援

﹇
行
政
力
改
革
﹈

○ 

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
組
織
づ
く
り
を

… 

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
会
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
、

町
会
や
各
種
団
体
と
十
分
協
議

を
行
い
な
が
ら
、
新
た
な
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

○ 

よ
り
魅
力
あ
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

… 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
動
画
を
取

り
入
れ
、
イ
ベ
ン
ト
・
行
政
情

報
の
内
容
を
再
構
成
し
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
・
外
国
人
に
も

利
用
し
や
す
い
機
能
を
加
え
て

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

○ 
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

収
納
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
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お
お
た
家
の

収　入

現金収入合計 287,400円
給料 73,100円

パート収入 15,600円

親からの援助 198,700円

借金 32,800円
貯金とりくずし 8,800円
貯金利子や土地貸付 800円
繰越金 3,500円

ローン残高
186万 6千円
407万円

❶市税
市民税や固定資産税など

❷使用料および手数料など
施設使用料や住民票の写しの交付手数料
など

❸地方交付税、国県支出金など
国や県からのお金

❹市債
銀行などから借りるお金

❺繰入金
市の貯金から引き出すお金や、他の会計
から繰り入れるお金

❼繰越金
昨年度残ったお金

家 計 簿
常
陸
太
田
市
の

平
成
24
年
度
予
算

予
算
は
１
年
間
の
収
入
と
支
出
の
計
画
で
あ
り
、
市
政
が

ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
い
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
、
効
果
が
還

元
さ
れ
て
い
る
か
を
表
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

市
の
予
算
は
大
き
く
分
け
て
「
一
般
会
計
」「
特
別
会
計
」

「
企
業
会
計
」
の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
て
、
財
政
の
明

確
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
常
陸
太
田
市
の
平
成
24
年
度
予
算
（
一
般
会
計
）

を
、
年
収
約
４
０
０
万
円
の
家
庭
の
家
計
に
見
立
て
、

１
カ
月
あ
た
り
の
家
計
簿
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

基金残高（見込）
市の一般会計に係る貯金の平成 24年度末
見込残高 112億円

市債残高（見込）
市の一般会計に係る借金の平成 24年度末
見込残高 243億円

❻財産収入
貯金利子や土地の貸付金など

今
日
は
わ
た
く
し
、

お
お
た
家
の
１
カ
月
の

家
計
簿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

歳入
億 万円

自主

30
6 ％
］

依
存
財
源

4％
］

地方交付税
億 万円

国県支出金
億 万

市債
億 万円 市税

億 万円

億 万円

用料および
数料など

繰越金
万円

収入
万円

❶

❷

❼❼

❺❺

❻❻

入金
万円

平成24年度予算（一般会計）

1 カ月の

家
計
簿

333,300円

毎月のやり繰りによる来年 3月末の

預金残高
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家屋の建築・改修の内、東日本

大震災による被害を修理するた

めの支出は 2,200円です。

支　出

生活費合計 169,200円
食費 71,800円

医療費 39,100円

光熱費、衣料費など雑費 52,800円

車などの修理代 5,500円

子どもへの仕送り 34,700円
ローンの返済 47,300円
家屋の建築・改修 42,900円
貯金 1,700円
兄弟への援助 37,500円

❶人件費
市職員の給料や議員報酬など

❷扶助費
生活保護、障害者支援、医療
費助成など福祉に使うお金

❸物件費
消耗品購入、委託料、光熱水費など

❹維持補修費
公共施設の維持補修費など

❺繰出金
国民健康保険や下水道事業な
ど他の会計へ繰り出すお金

❻公債費
市債の返済にあてるお金

❼普通建設事業費など
道路や学校など、公共施設の
建設・改修に必要なお金

❽積立金
市の貯金へ積み立てるお金

❾補助費など
補助金や貸付金など

歳出
億 万円 物件費

億 万円

扶助費
億 万円

繰出金
億 万円

積立金
億 万円

維持補修費
億 万円

人件費
億 万円

億 万円

普通建設
事業費など 公債費

億 万円

❶❶

❷

❾

❽❽ 予備費
万円

❼

❺

❻

❹

補助費など
億 万円

常陸太田市の平成 24年度予算を
年収約 400万円の家庭に見立ててみました。

市民一人あたりの
直接住民サービス経費　27万円（平成 24年 4月 1日現在常住人口より）

※人件費、公債費などを除く、直接住民サービスに使われたお金

おおた家の
平成 24年度当初予算

会計区分 平成 24年度予算額
一 般 会 計 億 万円

特
別
会
計

国民健康保険 億 万円

後期高齢者医療 億 万 千円

介護保険 億 万 千円

下水道事業 億 万 千円

農業集落排水事業 億 万 千円

戸別合併処理浄化槽
設置整備事業 億 万 千円

簡易水道事業 億 万 千円

小　計 億 万円

企
業
会
計

水道事業
会計

収益的支出 億 万 千円

資本的支出 億 万 千円

工業用水道
事業会計

収益的支出 万 千円

資本的支出 万 千円

小　計 億 万 千円

合　　計 億 万 千円

333,300円

 平成 23年度予算
385億 7,789万 6千円

 一般会計
59.9％

 特別会計
34.6％

 企業会計
5.5％

 企業会計
8.5％

 一般会計
58.4％

 特別会計
33.1％

 平成 24年度予算
409億 9,471万 3千円

400億

200億

今年度の予算
は、 昨 年 度
と比べてどう
なったの？

東日本大震災による学校や文化

財などの修理、被害を受けた人

への支援、公共施設の耐震化

などのために、一般会計は市町

村合併後で最大になりました。

特に、今年４月からスタートする第５次

総合計画後期基本計画の６つの重点戦

略に対して、優先的に予算を配分したん

ですよ。予算を大切に活用しながら、市

民の皆さんと一緒に笑顔あふれる常陸

太田市をつくっていきます。

特 集　笑顔あふれるまちづくり
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✿

✿

✿

✿

✿

食
生
活
改
善
に
取
り

組
み
名
誉
会
員
表
彰

✿おめでとうございます
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
に

太
田
中
の
池
元
さ
ん
が
出
場
し
て
全
国
優
勝

✿

健
康
い
ば
ら
き
21
元
気
ア
ッ
プ
賞

降旗  紀子 さん
  （木崎二町）

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
健
康

づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
方
々
を
表
彰
す
る
「
健
康

い
ば
ら
き
21
元
気
ア
ッ
プ
賞
」
に
お
い
て
、
本
市
か

ら
上
妻
多
美
子
さ
ん
が
ロ
ン
グ
ウ
オ
ー
ク
賞
を
、
降

旗
紀
子
さ
ん
が
ミ
ニ
完
歩
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

＊ 

ロ
ン
グ
ウ
オ
ー
ク
賞
は
、
指
定
コ
ー
ス
を

重
複
あ
り
で
１
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
歩

い
た
方
が
対
象
。
ミ
ニ
完
歩
賞
は
、
指
定

コ
ー
ス
を
重
複
し
な
い
で
２
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
歩
い
た
方
が
対
象
。

上妻  多美子 さん
  （大里町）

平成 22年 5月から平成
23年 1月にかけて、県
内 27コース 1002.51km
を歩いた

「健康づくりのために毎
日平均 10kmを歩いて
います。ウオーキング
はお金もかからず誰で
もできるので、多くの
方にしてほしいですね。
目標は地球一周にあた
る約 4万 kmを歩くこ
とです！」

【ロングウオーク賞】

【ミニ完歩賞】

平成 21年 9月から平成
23年 10月にかけて、県
内 52 コース 216.43km
を歩いた

✿

そ
ば
共
進
会
で
優
良

賞
を
受
賞

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ル
ス
タ
ー
の
茨
城
県
選

抜
選
手
に
、
本
市
か
ら
太
田

中
３
年
（
選
抜
時
は
２
年
）

の
池
元
美
沙
希
さ
ん
が
12
人

の
う
ち
の
1
人
に
選
ば
れ
、

３
月
28
日
〜
30
日
に
東
京
体

育
館
他
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ュ

ニ
ア
オ
ー
ル
ス
タ
ー
本
大
会

（
全
国
大
会
）
に
出
場
し
ま
し

た
。本

大
会
で
は
、
茨
城
県
選

抜
チ
ー
ム
が
全
国
の
強
豪
を

90
歳
の
今
日
ま
で
永
年
に
わ
た

り
食
生
活
改
善
活
動
に
真
摯
に
取

り
組
ま
れ
た
と
し
て
、
高
倉
登
美

子
さ
ん
（
小
妻
町
）
が
全
国
食
生

活
改
善
推
進
員
団
体
連
絡
協
議
会

よ
り
名
誉
会
員
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。高

倉
さ
ん
は
昭
和
36
年
の
里
美

村
食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

の
発
足
当
時
か
ら
今
日
ま
で
、
半

世
紀
を
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し

て
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。

高
倉
さ
ん
は
「
生
き
て
い
く
た

め
に
は
食
生
活
は
と
て
も
大
切
。

き
ち
ん
と
し
た
食
生
活
が
健
康
に

つ
な
が
る
と
の
思
い
で
、
会
員
の

皆
さ
ん
と
共
に
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
を
第
一

に
考
え
て
生
活
を
し
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

高倉  登美子 さん
  （小妻町）

池元  美沙希 さん
  （太田中３年）

破
っ
て
見
事
優
勝
と
い
う

快
挙
を
達
成
。
池
元
さ
ん
も

フ
ォ
ワ
ー
ド
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン

で
出
場
し
、
決
勝
戦
で
も
活

躍
し
て
優
勝
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

池
元
さ
ん
は
「
バ
ス
ケ
ッ

ト
を
や
っ
て
い
て
、
競
り
合

い
の
試
合
に
勝
っ
た
と
き
が

楽
し
い
。
将
来
は
で
き
れ
ば

ス
ポ
ー
ツ
関
係
の
仕
事
に
就

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

平
成
23
年
度
第
22
回
茨
城
県
そ

ば
共
進
会
に
お
い
て
、
上
利
員
町

の
金
田
一
夫
さ
ん
が
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
、
付
加
価
値
の

高
い
そ
ば
の
生
産
等
に
取
り
組
ん

だ
生
産
農
家
や
営
農
団
体
を
表
彰

す
る
も
の
で
、
作
付
面
積
や
収
量
、

品
質
な
ど
の
審
査
に
お
い
て
、
金

田
さ
ん
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
か
ら
は
次
の
方
々

が
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

 ﹇
奨
励
賞
﹈
岡
崎
武
さ
ん
（
赤
土
町
）、

関
栄
一
さ
ん
（
同
）、
海
老
根
克
己
さ

ん
（
同
）、富
田
耕
一
さ
ん
（
上
利
員
町
）

／﹇
第
55
回
県
稲
作
共
進
会
奨
励
賞
﹈

岩
間
孝
司
さ
ん
（
箕
町
）

✿
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

今
月
は
稲
木
町

「新しい名所を！」と、稲木町で
は総合福祉会館東側の源氏川の堤
防沿いに、47本のシダレザクラを
平成 19年に植えました。
今年で 4年が過ぎ、町内の有志

で結成している「東
とうゆうかい

友会」が毎年
草刈等の手入れを行ってきました。
今年あたりには花見ができるの

稲木町にシダレザクラの名所を！

ではないかと期待しています。本市では、まだあまり知られていない
所ですが、案内板もありますし、散歩しながらでも、稲木町のシダレ
ザクラをぜひご覧ください。

紹介者　
稲木町
杉森　充 さん

来月は稲木町の

「き」つながりで、

木崎二町さんに

お願いします。

い な ぎ

き  ざ  き  に

2月 26日、昔ながらの体験を通じた
三世代交流会が上深荻・大菅コミュニ

ティセンターで開催され、地域住民約

70人が集まり、わら細工作りや餅つき
をしたり、ついた餅にカラフルな色を

つけて繭玉作りを楽しみました。

その後、参加者はみんなで美味しい

豚汁やきな粉餅などを味わいながら、

楽しいひと時を過ごしました。

また、お宝探しで見つけた地域の見

所などを記した案内板が、交流会にあ

わせてお披露目。立派にできた案内板

を、地域の方々はみな嬉しそうに眺め

ていました。

3月 4日、春友町集会所で「梅を楽
しむ会＆わがまち地元学発表会」が行

われました。

参加者約 70人は、大沢の滝ハイキン
グや餅つき、繭玉つくりを楽しんだり、

お宝探しで見つけた地域資源を活用し

た将来構想の発表を聞きました。

その後、梅を眺めながら豚汁や豚串

などの美味しい昼食を楽しみました。

【発表された主な将来構想】
ユニークなアイデアがたくさん発表
されました！

○ 町会や個人で持っている古文書を大
切に保管して後世に伝える

○ 春友彫刻の森の活用（説明板の整備
など）

○ホタルの里を守っていく

○ 石を抱えて立つケヤキ→ホタルの里
→めがね橋 までの散策コースを作る
○春友写真展をやってみる

○ 散策道にある危ない橋をかけかえて
橋の名前を公募してみる　　　など
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ＩＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

空
が
あ
る
ま
ち―

。
市
の
歌
が
完
成

〜
常
陸
太
田
市
の
歌
〜  

空
が
あ
る
ま
ち 

作
詞
・
作
曲　

マ
シ
コ
タ
ツ
ロ
ウ

く
じ
ら
の
背
中
か
す
め
た
太
陽　

こ
し
か
け
た
西
山
の
峰

や
ま
ぶ
き
色
に
混
ぜ
た
絵
の
具
で　

そ
よ
か
ぜ
に
花
び
ら
描
く

足
す
く
む
橋
の
上　

カ
ワ
セ
ミ
が
急
か
し
て
も

君
と
僕
な
ら　

だ
れ
に
も
負
け
な
い
声
を
出
し
て
笑
え
る
さ

果
て
な
い
未
来
へ
と
歌
お
う　

僕
ら
は
こ
こ
に
生
ま
れ
た

つ
な
が
る
手
と
手　

心
と
心　

美
し
い
空
が
あ
る
ま
ち

金
の
鳥
居
ま
で
か
け
く
ら
べ
し
た　

雪
の
降
る
あ
ぜ
道
の
よ
う
に

遠
回
り
だ
っ
て　

デ
コ
ボ
コ
だ
っ
て　

僕
ら
し
い
道
を
歩
こ
う

丘
の
上
か
ざ
ぐ
る
ま　

北
風
が
ま
わ
し
て
い
る

君
と
僕
な
ら
凍
え
る
時
も　

前
を
向
い
て
耐
え
ら
れ
る

果
て
な
い
未
来
へ
と
歌
お
う　

僕
ら
は
こ
こ
に
生
ま
れ
た

つ
な
が
る
手
と
手　

心
と
心　

美
し
い
空
が
あ
る
ま
ち

あ
り
が
と
う　

あ
り
が
と
う　

何
度
で
も
伝
え
よ
う

幸
せ
は
い
つ
だ
っ
て　

一
番
そ
ば
に
あ
る
か
ら

果
て
な
い
未
来
へ
と
歌
お
う　

僕
ら
は
こ
こ
に
生
ま
れ
た

つ
な
が
る
手
と
手　

心
と
心　

美
し
い
空
が
あ
る
ま
ち

美
し
い
人
が
住
む
ま
ち

す
べ
て
の
市
民
が
一
体
感
を

持
っ
て
、
明
日
へ
の
活
力
と
郷
土

愛
を
育
み
、
全
市
民
が
心
を
一
つ

に
し
て
、
元
気
を
出
し
て
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
目

指
す
た
め
、常
陸
太
田
市
の
歌
「
空

が
あ
る
ま
ち
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

市
の
歌
は
、
Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
て

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
保
育
園
、

市
の
公
共
施
設
、
公
民
館
な
ど
に

配
布
し
、
市
立
図
書
館
に
お
い
て

貸
し
出
し
も
行
い
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
等
で
の
放
送

や
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
で
曲
を
流
す

な
ど
、
様
々
な
機
会
に
市
の
歌
を

流
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
親
し
み
、

歌
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

３
月
３
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
「
第
４
回
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
在
り
方
を
考
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、「
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
考
え
る
会
」
の
林
寛
一

会
長
か
ら
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
提
言
」
と
「
市
民
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
後
、
市
民

提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
採
択

さ
れ
た
、
瑞ず
い
お
う桜

を
守
る
会
、
二
孝

女
顕
彰
会
、
町
会
と
町
内
の
団
体

が
連
携
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る

上
河
合
町
会
の
３
団
体
が
活
動
内

容
を
発
表
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
後
半
で
は
、「
や

る
気
を
起
こ
せ
ば 

必
ず
奇
跡
が

起
き
る
」
と
題
し
、
鹿
児
島
県

鹿か
の
や屋

市
串く

し
ら良

町
の
柳

や
な
ぎ
だ
に谷

自
治
公

民
館
長
の
豊
重
哲
郎
氏
か
ら
、
補

助
金
に
頼
ら
な
い
「
全
住
民
参
加

型
の
ち
い
き
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
熱
の
こ
も
っ
た
講
演
が
行
わ
れ
、

来
場
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

ま
し
た
。

【事例発表団体と内容】

団体名 発表内容

瑞桜を守る会
近年、元気がなくなってきた旧瑞竜小学校の桜「瑞桜」を後世に
伝えるため、桜の保全管理や樹勢回復、桜を通じた子どもたちと
のふれ合い活動を行っています。

二孝女顕彰会
青蓮寺に残る「豊後国二孝女」の史実を広めるため、大分県臼杵
市との交流事業やパンフレットの作成など、文化財の保護と地域
の人間関係の醸成を図っています。

上河合町会
町会と上河合町連絡協議会とが連携し、世代や地域が一体となっ
て鳥追いや歩け歩け大会などの事業を実施するなど、地域の元気
づくりを図っています。
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〜
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
あ
り
が
と
う
〜

地
域
と
共
に
歩
ん
だ
３
校
の
歴
史
に
幕

○
瑞
竜
小
学
校
閉
校
式

○
佐
都
小
学
校
閉
校
式

○
河
内
小
学
校
閉
校
式

瑞
竜
小
が
誉
田
小
に
、
佐
都
小
・
河
内
小
が
機
初
小
に
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
各
学
校

で
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
校
の
閉
校
式
に
出
席
し
た
大
久
保
市
長
は
、「
学
校
統
合

へ
の
ご
理
解
に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
３
校
の
素
晴
ら
し
い
自
然
・
歴
史
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
新
し
い
学
校
で
も
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
同
じ
く
茅
根
市
議
会
議
長

は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
が
育
て
上
げ
た
母
校
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
の
は
寂
し
い
が
、
輝
か

し
い
伝
統
と
崇
高
な
精
神
は
、
い
つ
ま
で
も
心
の
中
に
生
き
続
け
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

３
月
24
日
、
瑞
竜
小
学
校
（
岩
間
敦
子
校
長
）
の
閉
校

式
が
同
小
体
育
館
で
行
わ
れ
、
明
治
６
年
の
開
校
以
来

１
３
９
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
児
童
・
教
職
員
・
保
護
者
・
卒
業
生
・
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
０
０
人
が
出
席
。
岩
間
校
長
は
「
地

域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
輝
か
し
い
伝
統
を
築
い
て
き

た
。
瑞
竜
っ
子
魂
は
永
遠
に
続
く
」
と
あ
い
さ
つ
。
全
校

児
童
55
人
に
よ
る
お
別
れ
の
言
葉
で
は
、
瑞
竜
小
で
の
思

い
出
や
新
し
い
学
校
で
の
抱
負
な
ど
を
声
を
揃
え
て
発
表

し
ま
し
た
。

ま
た
先
生
方
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
の
後
、
校
歌
を
斉

唱
。
岩
間
校
長
か
ら
西
野
孝
一
市
教
育
委
員
会
委
員
長
へ

校
旗
が
返
納
さ
れ
、
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
体
育

館
の
外
で
風
船
を
飛
ば
し
、
夜
に
は
花
火
を
打
ち
上
げ
て

慣
れ
親
し
ん
だ
校
舎
と
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

３
月
24
日
、
佐
都
小
学
校
（
圷
宏
寿
校
長
）
の
閉
校
式
が

同
小
体
育
館
で
行
わ
れ
、
明
治
６
年
の
開
校
以
来
１
３
９
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
児
童
・
教
職
員
・
保
護
者
・
卒
業
生
・
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
約
２
８
０
人
が
出
席
。
圷
校
長
は
「
１
３
９

年
の
輝
か
し
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
が
、
佐
都
小
は
永
遠
に

不
滅
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
児
童
63
人
を
代
表
し
て
武
藤
広

大
く
ん
が
、
震
災
の
経
験
や
佐
都
小
へ
の
感
謝
の
思
い
を
述

べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
元
気
よ
く
校
歌
を
歌
い
上
げ
、
圷

校
長
か
ら
西
野
委
員
長
へ
校
旗
が
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

閉
式
後
、
校
舎
前
で
閉
校
記
念
碑
の
除
幕
と
、
出
席
者
全

員
で
の
記
念
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
母
校
に
別
れ
を
告
げ
ま

し
た
。

３
月
24
日
、
河
内
小
学
校
（
小
野
司
寿
男
校
長
）
の
閉
校

式
が
同
小
体
育
館
で
行
わ
れ
、
昭
和
56
年
の
開
校
以
来
31
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。　

式
典
に
は
、
児
童
・
教
職
員
・
保
護
者
・
卒
業
生
・
地
域

の
皆
さ
ん
な
ど
約
１
９
０
人
が
出
席
。
小
野
校
長
が
「
新
し

い
学
校
で
も
河
内
小
で
鍛
え
た
力
で
困
難
を
乗
り
越
え
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
児
童
28
人
を
代
表
し
て
、
檜
山
凌
祐

く
ん
が
楽
し
か
っ
た
河
内
小
で
の
思
い
出
や
感
謝
の
気
持
ち

を
述
べ
、
校
歌
斉
唱
の
後
に
校
旗
が
小
野
校
長
か
ら
西
野
委

員
長
へ
返
納
さ
れ
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
た
ち
は
、
歴
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
校
歌

を
作
っ
た
と
き
の
苦
労
話
な
ど
を
聞
き
、
校
長
先
生
か
ら
在

籍
証
書
と
し
て
「
河
内
っ
子
の
証
」
が
手
渡
さ
れ
、
ま
た
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
埋
め
て
風
船
を
空
に
飛
ば
し
名
残
を
惜

し
み
ま
し
た
。
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平成21年度から始まった総務省の事業で、都市圏の住民が1～3年間、過疎地域に
住民票を移し地域で生活しながら、農林漁業の応援、水源保全・管理など様々な地域
協力活動をしていきます。　　RelierのBlog＊http://ameblo.jp/ykm-satomi3103/

里美の日とは、地域の人が自分たちのフィールド (店・場所 )で自分たちにでき
ることをして地域を盛り上げようという取り組みです。地域の若手の ｢里美のた

めに何かしたい !!｣ という熱い想いから生まれ、昨年 11月から始まりました (^^)
　当日は ｢ 里美の日限定のサービス ｣ でおもてなしします☆　3月 11日の里美
の日では酒蔵の見学ツアーに地区内の方が参加されました。｢同じ里美にいても

なかなか見ることができないから貴重だ ｣など、改めて地区内の魅力に触れても

らうことができました♪

ルリエは里美の日の事務局として活動し、里美の日加盟店との調整や里美の日

MAPの作成などを行っています。まだまだ小さい活動ですが ｢何かしたい !!｣ と
いう想いを持っている方たちが地域に貢献できるきっかけになり、地域に定着す

ることを目指して地道に動いています (*^^)v
また、里美地区の様子を知ってもらいたいと思い、ルリエが 1年間の活動の様

子を ｢ミニ写真展 ｣という形でレストランさとみに展示しています !!　多くの方
に観ていただきたいので、里美にお越しの際はぜひお立ち寄りください (*^_^*)

地域おこし協力隊の活動報告つながりぼんつながりぼんつながりぼん

問 

文
化
課
（
内
線
５
４
１
）

「
豊ぶ
ん
ご
の
く
に
に
こ
う
じ
ょ

後
国
二
孝
女
」
は
、
江

戸
時
代
後
期
の
文
化
８
年

（
１
８
１
１
）、豊
後
国
臼う

す

杵き
（
現

大
分
県
臼
杵
市
）
の
若
い
姉
妹

「
つ
ゆ
」
と
「
と
き
」
の
物
語
。

姉
妹
は
、
親し

ん

鸞ら
ん

聖
し
ょ
う

人に
ん

遺
跡

巡
拝
の
旅
の
途
中
に
病
気
に
な

り
青し

ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
（
本
市
東
連
地
町
）

で
世
話
に
な
っ
て
い
た
父
を
迎

え
る
た
め
に
、約
３
０
０
里（
約

１
２
０
０
㎞
）
離
れ
た
常
陸
国

へ
の
旅
に
出
発
。

豊
後
国
臼
杵
か
ら
青
蓮
寺

ま
で
の
約
２
カ
月
、
様
々
な
危

機
を
乗
り
越
え
た
姉
妹
は
、
７

年
ぶ
り
に
父
と
再
会
を
果
た
し

ま
す
。

そ
ん
な
二
孝
女
に
関
す
る

様
々
な
情
報
を
、
連
載
で
皆
さ

ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

な
ぜ
、
本
市
で
二
孝
女
の
資

料
や
話
が
表
面
化
し
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
謎
を
紐

解
く
ヒ
ン
ト
が
平
成
17
年
に
見

つ
か
っ
た
二
孝
女
の
資
料
に
隠

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

資
料
を
調
べ
て
み
る
と
、
明

治
時
代
に
、大
分
県
野
津
町（
現

臼
杵
市
）
の
川
か
わ
の
ぼ
り登

小
学
校
に
建

立
さ
れ
た
二
孝
女
記
念
碑
の
写

し
が
青し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺
に
送
ら
れ
て
き
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
臼
杵
市
に
あ
る
善
正

寺
の
住
職
の
手
紙
な
ど
も
見
つ

か
り
、
明
治
時
代
頃
ま
で
は
青

蓮
寺
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
し
た
の
で
す
。

し
か
し
、
昭
和
20
年
に
青
蓮

寺
の
住
職
が
亡
く
な
っ
て
か

ら
は
住
職
不
在
と
な
り
臼
杵

市
と
の
交
流
も
途
絶
え
、
二

孝
女
関
係
資
料
や
寺
の
文
化

財
は
盗
難
に
あ
わ
な
い
よ
う

に
別
の
寺
に
運
ば
れ
た
ま
ま

眠
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
平
成
12
年
に

現
在
の
藤
井
智
住
職
が
青
蓮

寺
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
他

の
文
化
財
と
と
も
に
二
孝
女

関
係
資
料
も
青
蓮
寺
に
戻
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

寺
の
資
料
整
理
を
し
て
い

た
藤
井
住
職
は
、
最
初
は
気

に
も
と
め
て
い
な
か
っ
た
資

料
が
、
実
は
二
孝
女
物
語
が

史
実
で
あ
る
と
裏
付
け
る
貴

重
な
文
化
財
だ
と
、
後
に
知

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
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４つのお皿でバランス食を目指しましょう！
新しい生活が始まるこの季節、これからの健康管理のためにも、きちんと
した食習慣を身につけることが大切です。バランスをととのえるために、今
日から始められる実践のためのポイントを紹介します。

問 健康づくり推進課（☎ 73-1212）

　　　食事のポイント　

　 4 つのお皿を揃えましょう　

 　4 つのお皿とは、次の４つのことです。

　○主食（炭水化物中心のお皿）
　○主菜（たんぱく質中心のお皿）
　＊ 納豆・豆腐等もこのお皿の仲間です。とり
過ぎないように注意しましょう。

　○副菜①、副菜② （ビタミン・ミネラル中心
のお皿）

　　　　　　　　　　　　　　　　＊下図参照

　   食べられなかったお皿は次の食事
で必ずとりましょう　　

 　必要な栄養素が不足なくとれるようにするた
めのポイントです。

　  野菜は 350g 以上とりましょう　

 　1 日のうち、副菜①、②は、あわせて 5皿（小
鉢＝ 70g）以上とりましょう。
＊ 外食で野菜不足の場合は、野菜ジュース（1日
1本まで）を上手に利用しましょう。

　    食事でとりずらいカルシウムは　
間食でとりましょう

 　和食中心の日本人は、カルシウムが不足して
います。
 　間食は、お菓子や果物等よりも、カルシウム
を多く含む牛乳・乳製品をとるように心掛ける
のもポイントです。

１

2

3  

4

健康でいこう

○主食
　ご飯、パン、
　麺類

○主菜
　肉、魚、卵、
　大豆製品

○副菜①
　野菜、きのこ、
　海草類、芋類

○副菜②
　野菜、きのこ、
　海草類、芋類
＊汁物を飲まない時は、お浸し・ 
　和え物等のお皿に変えましょう。

健康でいこう
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上
内
田
町
で
は
、
女
性
の
み
で

組
織
し
て
い
る
「
上
内
田
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
（
渡
部
康
子
会
長
）」
が

あ
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
活
動
目
的
は
、
家
庭

に
お
い
て
火
を
使
用
す
る
機
会
の

比
較
的
多
い
女
性
が
、
火
災
予
防

の
知
識
の
習
得
や
、
火
を
使
用
す

る
器
具
等
を
安
全
に
使
用
し
、
初

期
消
火
や
通
報
・
避
難
な
ど
の
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
す
。
ま

た
、
一
般
家
庭
の
火
災
発
生
を
防

止
し
、
地
域
の
協
力
体
制
と
連
携

意
識
の
高
揚
を
図
る
な
ど
、
安
全

な
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
は
平
成
６
年
の
創
立
か

ら
19
年
目
を
迎
え
、
現
在
24
人
が

在
籍
。
主
な
活
動
は
消
防
出
初
め

式
へ
の
参
加
や
、
防
火
防
災
に
関

す
る
知
識
、
消
火
方
法
や
ケ
ガ
や

病
気
と
な
っ
た
時
の
応
急
手
当
な

ど
の
研
修
・
訓
練
。
春
と
秋
の
全

国
火
災
予
防
運
動
で
は
、
町
内
を

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
元
気
な
声

と
拍
子
木
で
、
な
ご
や
か
に
火
災

予
防
広
報
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
６
月
か
ら
設

置
が
義
務
化
さ
れ
た
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
の
設
置
促
進
活
動
な
ど

も
行
い
、
平
成
22
年
に
は
ク
ラ
ブ

の
活
動
が
認
め
ら
れ
常
陸
太
田
市

長
よ
り
優
秀
団
体
表
彰
を
頂
き
ま

し
た
。

今
後
も
、
私
た
ち
の
町
内
か
ら

火
事
を
出
さ
な
い
た
め
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

が
ん
ば
っ
て
ま
す
！  

　

上
内
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

佐
竹
氏
の
菩
提
寺  ―

正
宗
寺
（
増
井
町
）―

　
　

木
造
十
一
面
観
音
菩
薩
坐
像
（
県
指
定
文
化
財
）

ひたちおおたの  文化財見どころガイド
例年 10月に行う「集中曝

ばくりょう

涼」。今年も 10月 20日土～ 21日日に開催します。

問 消防本部消防課予防係
　（☎ 73-0119）

問 文化課文化財係
　（☎ 72-3201）

裏山中腹には、佐竹一族の墓とい
われる宝篋印塔や、テレビ番組・
水戸黄門での「助さん」のモデル
とされる佐々宗淳の墓があります。

正
しょうじゅうじ

宗寺は、長い歴史をもつ臨済宗円覚寺派の寺で、寺勢が盛

んであった当時は関東十
じっせつ

刹のひとつにまで数えられる寺院であり、

秋田に移封するまでは佐竹氏の菩提寺として繁栄しました。江戸

時代になってからも、徳川家光より朱印百石を拝領するなど幕府

とのかかわりも深く、また歴代水戸藩主の尊崇も厚い寺でしたが、

天保 9年（1838）の火災で総門（市指定文化財）を残し焼失し、

現在の本堂は昭和 63年（1988）に建てられました。

現在も本尊の木造十一面観音菩薩坐像をはじめとして、夢
むそうこく

窓国

師
しちんそう

頂相や月
がっさんおしょうちんそう

山和尚頂相、水墨画家雪
せっそんしゅうけい

村周継の滝
たきみかんのんず

見観音図など、貴

重な寺宝が数多く残され、多くが県市指定の文化財となっています。

正宗寺の曝
ばくりょう

涼は、正宗寺文化財保存協会の

方々によって以前から行われており、常陸太田

市内の集中曝涼のきっかけともなりました。大

切に受けつがれてきた寺宝の数々を、この機会

にぜひご覧ください。

「ばくりょう菩薩」

ときわ路

誉田小（増井町 1514）
正宗寺

清掃センター
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第
１
回
市
議
会
定
例
会会

第
《
専
決
処
分
の
承
認
》

▼ 

市
税
条
例
の
一
部
改
正
…
地
方

税
法
等
の
改
正
に
伴
う
改
正

▼ 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７

号
）
…
放
射
性
物
質
汚
染
対
処

特
別
措
置
法
の
施
行
に
伴
い

４
２
３
万
８
千
円
を
追
加

《
市
の
歌
の
制
定
》

▼ 

市
の
歌
の
制
定
…
市
の
さ
ら
な

る
一
体
感
の
醸
成
お
よ
び
ふ
る

さ
と
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
制
定

《
条
例
の
制
定
》

▼ 

市
暴
力
団
排
除
条
例
…
市
か
ら

の
暴
力
団
の
排
除
を
推
進
し
、

市
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活
の

確
保
等
に
寄
与
す
る
た
め
制
定

▼ 

市
墓
地
等
の
経
営
の
許
可
等
に

関
す
る
条
例
…
地
域
主
権
改
革

整
備
法
の
公
布
お
よ
び
墓
地
、

埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正

に
伴
い
制
定

▼ 

市
と
茨
城
県
信
用
保
証
協
会
と

の
損
失
補
償
金
寄
託
契
約
に
基

づ
く
回
収
納
付
金
を
受
け
取
る

権
利
の
放
棄
に
関
す
る
条
例
…

中
小
企
業
者
等
の
事
業
の
再
生

の
促
進
を
図
る
た
め
制
定

《
条
例
の
全
部
改
正
》

▼ 

市
都
市
計
画
法
の
規
定
に
よ
る

開
発
行
為
の
許
可
等
の
基
準
に

関
す
る
条
例
…
都
市
計
画
法
に

基
づ
く
市
街
化
調
整
区
域
に
係

る
開
発
行
為
の
許
可
を
可
能
と

す
る
制
度
の
導
入
に
伴
う
改
正

《
条
例
の
一
部
改
正
》

▼ 

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
…
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
勤
務
お
よ
び
活
用

に
つ
い
て
柔
軟
な
対
応
を
図
る

た
め
改
正

▼ 

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
人

事
院
勧
告
に
準
じ
た
措
置
を
講

ず
る
こ
と
に
伴
う
改
正

▼ 

市
税
条
例
…
経
済
社
会
の
構
造

の
変
化
に
対
応
し
た
税
制
の
構
築

を
図
る
た
め
の
地
方
税
法
及
び
地

方
法
人
特
別
税
等
に
関
す
る
暫
定

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

等
の
施
行
に
伴
う
改
正

▼ 

市
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
手

数
料
条
例
…
危
険
物
の
規
制
に

関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
等
の
施
行
に
伴
う
改
正

▼ 

市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る

条
例
…
医
療
福
祉
費
支
給
に
係

る
妊
産
婦
の
支
給
要
件
の
拡
充

等
に
伴
う
改
正

▼ 

市
介
護
保
険
条
例
…
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
う
介
護

保
険
料
率
の
改
定
に
伴
う
改
正

▼ 

市
火
災
予
防
条
例
…
危
険
物
の

規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
う

改
正

▼ 

市
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
等

に
関
す
る
条
例
…
公
民
館
運
営

審
議
会
の
委
員
の
委
嘱
の
基
準

を
条
例
で
定
め
る
に
当
た
っ
て

参
酌
す
べ
き
基
準
を
定
め
る
省

令
の
施
行
等
に
伴
う
改
正

▼ 

市
立
図
書
館
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
…
図
書
館
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
の
施
行
に
伴
う
改
正

《
指
定
管
理
者
の
指
定
》

▼ 

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
…
㈲
バ
イ
オ
マ
ス
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
平
成
24

年
４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月

31
日
）

《
市
道
路
線
の
変
更
・
認
定
》

▼ 

道
路
整
備
等
に
伴
い
５
路
線
を

変
更
、
12
路
線
を
認
定

《
平
成
23
年
度
補
正
予
算
》

▼ 

一
般
会
計
（
第
８
号
）
…
災

害
復
旧
工
事
費
、
子
ど
も
手
当
等

10
億
４
７
６
４
万
８
千
円
を
減
額

▼ 

一
般
会
計
（
第
９
号
）
…
繰
越

明
許
費
２
３
９
６
万
２
千
円
を

追
加

▼ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

３
号
）
…
86
万
２
千
円
を
追
加

▼ 

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

（
第
３
号
）
…
５
万
２
千
円
を

減
額

▼ 

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

…
２
４
２
８
万
５
千
円
を
追
加

▼ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

５
号
）
…
公
共
下
水
道

汚
水
管
渠
整
備
工
事
費
等

１
億
３
９
９
万
６
千
円
を
減
額

▼ 
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
５
号
）
…
２
３
９
８
万
５
千

円
を
減
額

▼ 

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

整
備
事
業
特
別
会
計
（
第
３

号
）
…
浄
化
槽
設
置
工
事
費
等

４
９
１
０
万
３
千
円
を
減
額

▼ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第

４
号
）
…
９
４
１
万
８
千
円
を

減
額

▼ 

水
道
事
業
会
計
（
第
４
号
）
…

１
４
４
万
４
千
円
を
追
加

▼ 

工
業
用
水
道
事
業
会
計
（
第
４

号
）
…
11
万
６
千
円
を
追
加

《
平
成
24
年
度
当
初
予
算
》

▼ 

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
・
介
護
保
険
・
下
水
道

事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
・
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
・
簡
易
水
道
事

業
）、
企
業
会
計
（
水
道
事
業
・

工
業
用
水
道
事
業
）
…
総
額

４
０
９
億
９
４
７
１
万
３
千
円

（
詳
細
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
）

《
人
事
案
件
》

▼ 

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
…
本

多
技
研
氏
の
任
命

《
議
員
提
案
》

▼ 

東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃

棄
物
の
処
理
支
援
に
関
す
る
決

議
…
国
が
定
め
る
安
全
基
準
を

下
回
る
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
処
理
支
援
に
取
り
組

む
よ
う
県
お
よ
び
市
に
要
請

平
成
24
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
22
日
ま
で
開

か
れ
専
決
処
分
２
件
、
議
案
39
件
、
議
員
提
案
１
件
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
、可
決
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。
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市職員の人事異動
□
定
期
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付 

カ
ッ
コ
内
は
旧
）

◉
部
長
級　

市
民
生
活
部
長
（
会

計
管
理
者
兼
出
納
室
長
）
岡
部
芳

雄
／
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務

所
長
（
保
健
福
祉
部
次
長
兼
子
ど

も
福
祉
課
長
）
塙
信
夫
／
建
設
部

長
（
県
土
木
部
監
理
課
技
佐
）
鈴

木
典
夫

◉
次
長
・
参
事
級　

市
民
生
活
部

次
長
兼
環
境
政
策
課
長
兼
放
射
能

対
策
室
長
（
市
民
生
活
部
環
境
政

策
課
長
兼
放
射
能
対
策
室
長
）
石

井
卓
良
／
会
計
管
理
者
兼
出
納
室

長
（
総
務
部
総
務
課
長
）
荻
津
一

成◉
課
長
級　

総
務
部
総
務
課
長

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
長
）

植
木
宏
／
総
務
部
契
約
管
財
課

長
（
建
設
部
建
設
課
長
）
菊
池
正

士
／
総
務
部
水
府
企
画
総
務
課

長
（
産
業
部
水
府
産
業
建
設
課
長
）

谷
部
博
一
／
総
務
部
里
美
企
画
総

務
課
長
（
市
民
生
活
部
里
美
市
民

生
活
課
長
）
鈴
木
清
美
／
政
策
企

画
部
政
策
推
進
室
長
（
保
健
福
祉

部
健
康
づ
く
り
推
進
課
長
）
加
瀬

智
明
／
政
策
企
画
部
企
画
課
副
参

事
〈
県
地
域
計
画
課
派
遣
〉（
政

策
企
画
部
情
報
政
策
課
長
補
佐

兼
情
報
化
推
進
係
長
）
生
天
目
忍

／
市
民
生
活
部
市
民
協
働
推
進
課

長
（
総
務
部
総
務
課
長
補
佐
兼
人

事
係
長
）
綿
引
誠
二
／
市
民
生
活

部
市
民
協
働
推
進
課
副
参
事
兼
市

民
相
談
室
長
（
建
設
部
用
地
管
理

課
主
査
兼
地
籍
調
査
係
長
）
安
紀

昭
／
市
民
生
活
部
清
掃
セ
ン
タ
ー

長
（
市
民
生
活
部
水
府
市
民
生
活

課
長
）
井
上
寛
／
市
民
生
活
部
金

砂
郷
市
民
生
活
課
長
（
消
防
本
部

総
務
課
長
）
金
田
則
雄
／
市
民
生

活
部
水
府
市
民
生
活
課
長
（
産
業

部
里
美
産
業
建
設
課
長
）
金
澤
栄

／
市
民
生
活
部
里
美
市
民
生
活
課

長
（
市
民
生
活
部
副
参
事
兼
市
民

相
談
室
長
）
根
本
康
弘
／
保
健
福

祉
部
健
康
づ
く
り
推
進
課
長
（
市

民
生
活
部
市
民
協
働
推
進
課
長
）

佐
藤
芳
孝
／
保
健
福
祉
部
福
祉
事

務
所
社
会
福
祉
課
長
（
保
健
福
祉

部
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
課
長
補

佐
兼
障
害
福
祉
係
長
）
澤
野
秀
典

／
保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
子
ど

も
福
祉
課
長
（
政
策
企
画
部
企

画
課
長
補
佐
兼
少
子
化
・
人
口
減

少
対
策
係
長
）
塩
原
正
己
／
産
業

部
生
産
拡
大
・
商
品
開
発
推
進
室

長
（
政
策
企
画
部
政
策
推
進
室
長

兼
複
合
型
交
流
拠
点
施
設
準
備
室

長
）
武
藤
範
幸
／
産
業
部
水
府
産

業
建
設
課
長
（
総
務
部
水
府
企
画

総
務
課
長
）
関
祥
一
／
産
業
部
里

美
産
業
建
設
課
長
（
総
務
部
里
美

企
画
総
務
課
長
）
白
石
栄
里
／
建

設
部
用
地
管
理
課
長
（
建
設
部
都

市
計
画
課
長
）
助
川
裕
康
／
建
設

部
建
設
課
長
（
建
設
部
建
設
課
長

補
佐
）
小
林
則
之
／
建
設
部
都
市

計
画
課
長
（
総
務
部
契
約
管
財
課

長
）
江
尻
伸
彦
／
上
下
水
道
部
水

道
施
設
課
長
（
上
下
水
道
部
水
道

施
設
課
副
参
事
兼
整
備
係
長
）
和

田
重
正
／
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
長
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

長
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館
長
）

西
野
文
浩
／
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
長
兼
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
館

長
（
保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
社

会
福
祉
課
副
参
事
〈
常
陸
太
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
〉）
会
沢

栄
一

□
退
職
（
３
月
31
日
付
）

市
民
生
活
部
長　

川
上
明
文
／
保

健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長　

安
田
隆
／
建
設
部
長　

菊
池
拓
夫

／
市
民
生
活
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
長

　

吉
澤
和
洋
／
市
民
生
活
部
金
砂

郷
市
民
生
活
課
長　

富
田
雅
弘
／

保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
社
会
福

祉
課
長　

須
藤
泰
孝
／
建
設
部
用

地
管
理
課
長　

宮
本
剛
／
上
下
水

道
部
水
道
施
設
課
長　

根
本
均
／

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
副

参
事　

谷
田
部
正
／
総
務
部
水
府

企
画
総
務
課
主
査
兼
係
長　

吉
澤

美
弥
子
／
市
民
生
活
部
環
境
政
策

課
主
査　

飯
田
伊
都
子
／
市
民
生

活
部
里
美
市
民
生
活
課
主
査
兼
係

長　

朝
日
守
／
市
民
生
活
部
里
美

市
民
生
活
課
主
査
兼
保
険
福
祉
係

長　

井
上
峰
子
／
保
健
福
祉
部
健

康
づ
く
り
推
進
課
長
補
佐
兼
健
康

推
進
係
長　

三
代
有
子
／
保
健
福

祉
部
福
祉
事
務
所
子
ど
も
福
祉
課

主
査
兼
子
ど
も
家
庭
係
長　

笹
原

紀
子
／
保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所

子
ど
も
福
祉
課
木
崎
保
育
園
長　

廣
沢
玲
子
／
保
健
福
祉
部
福
祉
事

務
所
子
ど
も
福
祉
課
宮
ノ
脇
保
育

園
長　

塩
原
は
つ
江
／
保
健
福
祉

部
福
祉
事
務
所
子
ど
も
福
祉
課
愛

保
育
園
長　

栗
原
喜
美
子
／
教
育

委
員
会
水
府
幼
稚
園
長　

安
和
代

／
保
健
福
祉
部
福
祉
事
務
所
社
会

福
祉
課
主
幹　

冨
岡
浩
樹
／
教
育

委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
技
手　

宇
野
洋
／
教
育
委
員
会
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
師　

茅
根
美
千
江

／
教
育
委
員
会
太
田
小
学
校
用
務

員　

片
根
俊
一
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温
か
い
ご
支
援
・
ご
協
力
、

　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◇ 

義
援
金
（
平
成
24
年
２
月
28
日
〜
３
月
30
日
受
入
分　

順
不
同
、
敬

称
略
）

〈
個
人
〉

　

 

江
頭  

龍
（
愛
知
県
）　

10
万
円
／
酒
巻
裕
一
（
新
潟
県
）　

５
千
円

／
石
橋  

功
（
内
堀
町
）　

５
万
７
４
８
８
円

〈
団
体
・
法
人
〉

　

 

ひ
た
ち
お
お
た
芸
能
祭  

実
行
委
員
会　

２
千
６
６
３
円
／
北
中

学
校
「
絆
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

18
万
６
５
９
５
円
／
常
陸
太
田
市

温
水
プ
ー
ル
指
定
管
理
者 

㈱
ア
メ
ニ
テ
ィ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ 

１
９
６
１
円

　　

匿
名
の
方
３
件　

５
千
６
４
１
万
５
千
円

義
援
金
累
計　

　

９
千
７
４
４
万
６
８
１
２
円

東
日
本
大
震
災
の
発
生
後
、
本
市
に
多
く
の
個
人
、
企
業
、
団
体

な
ど
か
ら
義
援
金
や
支
援
物
資
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
事
例
】

「
ど
の
よ
う
な
悩
み
も
解
決
し

ま
す
。
鑑
定
料
２
千
円
」
と
書
か

れ
た
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を

見
て
、
子
ど
も
の
問
題
で
悩
ん
で

い
た
私
は
ワ
ラ
に
も
す
が
る
思
い

で
相
談
に
行
っ
た
。

相
談
後
、
祈
祷
師
に
「
あ
な
た

の
悩
み
が
消
え
る
よ
う
１
年
間
祈

祷
す
る
の
で
、
90
万
円
用
意
し
て

く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
。

高
額
だ
と
驚
い
た
が
、「
神
様

に
お
願
い
す
る
の
に
そ
の
位
の
金

額
も
惜
し
い
の
か
」
と
し
か
ら
れ
、

結
局
、
翌
日
現
金
で
支
払
っ
た
。

し
か
し
、
今
に
な
っ
て
不
審
に
感

じ
る
。

消
費
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

 

開
運
商
法
の
被
害
急
増
！

　
　

〜 

ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
や
数
珠
、
印
鑑
の
購
入

を
勧
め
ら
れ
る
場
合
も
〜

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
人

の
心
の
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
、
高

額
な
料
金
を
請
求
す
る
悪
質
な
商

法
で
す
。
被
害
に
あ
っ
た
人
の
平

均
支
払
い
金
額
は
88
万
円
と
高
額

で
す
。

「
こ
の
鑑
定
を
受
け
た
事
を
他

人
に
話
す
と
、
ご
利
益
が
な
く

な
る
」「
お
金
を
支
払
わ
な
い
と
、

さ
ら
に
不
幸
が
続
く
」「
私
の
薦

め
る
印
鑑
を
購
入
す
れ
ば
幸
福
に

な
れ
る
」
と
言
わ
れ
た
人
も
い
ま

す
。高

額
の
鑑
定
料
を
請
求
さ
れ
て

も
、
納
得
し
て
支
払
う
場
合
は
問

題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
も
し
騙
さ
れ

た
、
被
害
に
あ
っ
た
と
感
じ
た
時

は
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
70

‐
１
３
２
２
）

毎
月
第
３
日
曜
日
は
家
庭
の
日

震
災
で
強
ま
る
き
ず
な  

家
族
の
輪

　
﹇
小
学
５
・
６
年
生
の
部
﹈
久
米
小
６
年
（
受
賞
時
）　

鈴
木  

真
依

平
成
23
年
度
常
陸
太
田
市
家
庭
の
日
推
進
募
集
標
語　

優
秀
賞

✿
✿
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
31
回
市
少
年
剣
道
交
流
大
会

﹇
２
月
５
日
／
水
府
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
﹈

▼
高
学
年
の
部　

①
里
神
館
Ａ

②
青
龍
剣
士
隊　

③
里
神
館
Ｂ

③
青
藍
会
Ａ
／
▼
低
学
年
の
部

　

①
河
内
少
年
剣
道
会　

②
里

神
館
Ａ　

③
青
龍
剣
士
隊

第
５
回
常
陸
太
田
市
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
・
親
子
ふ
れ
あ
い
大
会

﹇
２
月
19
日
／
大
里
ふ
れ
あ
い
広

場
周
辺
﹈

▼
親
子
（
小
学
１
年
）
の
部　

①

鈴
木
南
於
斗﹇
子
﹈・
一
浩﹇
親
﹈（
山

田
小
）　

②
長
嶋
廉
﹇
子
﹈・
貞
史

﹇
親
﹈（
佐
竹
小
）　

③
吉
成
桃
生

﹇
子
﹈・
博
幸
﹇
親
﹈（
久
米
小
）　

／
▼
親
子
（
小
学
２
年
）
の
部　

①
井
坂
佳
亮﹇
子
﹈・
佳
一﹇
親
﹈（
郡

戸
小
）　

②
後
藤
元
気
﹇
子
﹈・
裕

司
﹇
親
﹈（
久
米
小
）
③
岩
間
那

由
他﹇
子
﹈・
正﹇
親
﹈（
金
砂
郷
小
）

　

／
▼
小
学
３
年
男
子
の
部　

①

後
藤
大
志
（
久
米
小
）　

②
大
内

悠
史
（
久
米
小
）　

③
坂
爪
亮
汰

（
太
田
小
）
／
▼
小
学
３
年
女
子

の
部　

①
中
村
萌
那
美（
機
初
小
）

　

②
松
井
美
佑
希
（
機
初
小
）　

③
小
林
叶
（
郡
戸
小
）
／
▼
小
学

４
年
男
子
の
部
①
圷　

匠
（
久
米

小
）
②
佐
々
木
友
郎
（
小
里
小
）

　

③
小
森
夢
輝
（
郡
戸
小
）
／
▼

小
学
４
年
女
子
の
部　

①
中
川
瑞

穂
（
世
矢
小
）　

②
安
嶋
里
奈
（
賀

美
小
）
③
遠
藤
か
り
ん
（
小
里
小
）

／
▼
小
学
５
年
男
子
の
部　

①
滝

川
胤
馬
（
山
田
小
）
②
大
津
副
嗣

（
久
米
小
）　

③
白
石
光（
機
初
小
）

／
▼
小
学
５
年
女
子
の
部　

①
曽

篠
萌
々
花
（
機
初
小
）　

②
内
田

梨
菜
（
山
田
小
）　

③
内
村
茉
由

（
太
田
小
）　

／
▼
小
学
６
年
男
子

の
部　

①
木
村
元
（
水
府
小
）　

②
片
根
洋
平
（
佐
都
小
）
③
出
町

鷹
瑛
（
金
砂
郷
小
）
／
▼
小
学
６

年
女
子
の
部　

①
後
藤
千
夏
（
水

府
小
）　

②
緑
川
風
香
（
太
田
小
）

　

③
遠
藤
ま
ど
か
（
小
里
小
）
／

新たに民生委員児童委員が委嘱されました
民生委員児童委員は、住民の福祉の増進を図るた

め、地域のみなさんと福祉事務所、あるいは関係行
政機関との連絡調整等を担いながら活動します。
次の方が、3月１日付で厚生労働大臣および知事

より民生委員児童委員に委嘱されました。（敬称略）
氏名 住所 電話 担当地域

髙倉　好文 小妻町 82-2838 小妻町

問福祉事務所社会福祉課社会福祉係（内線 141）

▼
中
学
１
年
男
子
の
部　

①
深
作

豪（
南
中
）　

②
仲
田
康
太（
南
中
）

　

③
萩
谷
駿
太
（
峰
山
中
）
／
▼

中
学
１
年
女
子
の
部　

①
成
田

麗
（
峰
山
中
）　

②
柳
橋
新
奈
（
峰

山
中
）　

③
沼
田
理
沙
（
峰
山
中
）

／
▼
中
学
２
・
３
年
男
子
の
部　

①
会
沢
紘
太
（
水
府
中
）　

②
檜

山
俊
介
（
峰
山
中
）　

③
新
井
遼

（
瑞
竜
中
）
／
▼
中
学
２
・
３
年
生

女
子
の
部　

①
川
又
咲
里
奈
（
世

矢
中
）　

②
井
坂
ひ
か
り
（
南
中
）

　

③
菅
野
真
央
（
瑞
竜
中
）

第
34
回
常
陸
太
田
市
近
郊
中
学
校

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
女
子
の
部
）

﹇
３
月
４
日
／
太
田
二
高
体
育
館
・

山
吹
運
動
公
園
市
民
体
育
館
﹈

①
緒
川
中　

②
峰
山
中　

③
大
宮

中　

③
南
中
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（情報政策課広報広聴係あて）

＜回答方法＞
アンケート用紙を切り取って、最寄りの公共施設のアンケート回収ボック

スに入れていただくか、ファクシミリ（72-3002）でお送りください。
二次元コードを認識できる携帯電話をお持ちの方は、右の画像を読み取っ

てアンケートサイトから回答することもできます（※通信料がかかります）。

✂

＜質問内容＞　番号に○をつけてください

性別   ① 男　　② 女 年齢
  ① 19歳以下　② 20～ 39歳　③ 40～ 59歳
  ④ 60～ 79歳　⑤ 80歳以上

質問１
広報紙は普段からよく読みますか？
　① よく読む　　② さっと目を通す程度　　③ あまり読まない

質問２

毎月の広報紙で関心があるコーナーは何ですか？（いくつ選んでも可）。

　①特集　　②おめでとうございます　　③エコミュージアム通信　　④二孝女物語　　⑤トピックス

　⑥つながりぼん　　⑦健康でいこう　　⑧文化財見どころガイド　　⑨里←→まち交流掲示板
　⑩防火クラブ・消防団紹介　　⑪インフォメーション　　⑫まちの話題　　⑬てくてくウォーク

　⑭園児たちのギャラリー　　⑮ボランティアがんばってます！　　⑯子育て応援広場　　

質問 3
広報紙で掲載してほしい記事やコーナーがあれば記載してください。

質問 4
広報紙全般について、ご意見があれば自由に記載してください。

広報
ひたちお

おた

「広報ひたちおおた」について、市民の皆さんのご意見をお寄せください。

お寄せいただいたご意見は、今後の広報紙づくりの参考にさせていただきます。

✂

　

と　

き　
　
　

月　
　

日
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〜　
　

月　
　

 

日
日

　
　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

と
こ
ろ　

竜
神
大
吊
橋

　

 

内　

容　

１
千
匹
の
鯉
の
ぼ
り
の
群
泳
、
物

産
市
、
お
い
で
な
ん
し
ょ
！
な
ん
だ
っ
ぺ
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常陸太田市ホームページ内に、「広報ギャラ

リー」を開設しました。

広報ギャラリーでは、広報ひたちおおたの

取材中に撮影した写真や、市内の綺麗な景

色などの写真を掲載しています。

ぜひ、見てください！

問 情報政策課広報広聴係（☎内線 303・304）
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まちの話題 my town news 

平成24・25年度の長寿医療
制度の保険料率が決定
平成 24 年第１回茨城県後期高齢者医療広域連

合議会定例会において、平成 24 年度および平成
25 年度の長寿医療制度の保険料率と賦課限度額
が下記のとおり決定されました。
長寿医療制度の保険料率は県内一律ですが、医

療費の動向等をふまえて２年ごとに見直されます。
今回の見直しは、医療費が増加傾向にあることな
どの理由により保険料率が改正されることになり
ました。
なお、平成 24 年度の保険料額は、７月中旬以

降に納入通知書等により通知します。

平 成 24・
25年度

（参考）平成
22・23年度

保険料
均等割額 39,500円 37,462円

所得割率 8.00％ 7.60％
保険料の賦課限度
額（上限額） 55万円 50万円

【保険料の計算方法】

被保険者全員が等しく負担する「均等割額（応益
分）」と被保険者の所得に応じて決まる「所得割額
（応能分）」の合計です。ただし、上限額は年額 55
万円になります。なお、所得の低い方は、世帯の所
得水準により保険料が軽減されます。

１年間の保険料額
（100円未満切捨て）

均等割額
39,500円
＋

所得割額
（前年中の総所得金額等－ 33万円
（基礎控除額））×　8.00％

＝

佐賀県鹿島市役所の野球部が、3月 10日に本市を訪
れ、山吹運動公園体育館で少年野球団 4チームにボー
ルと義援金を手渡しました。

鹿島市役所野球部の監督は本市民の方と交流があり、

東日本大震災の被害を受けた本市に何か支援の手を差

し伸べられないかと、今回のボール寄贈が行われたも

のです。

震災からちょうど一年目となる 3月 11日、世矢小
学校体育館で世矢地区 5町内合同の敬老会が開催され
ました。

敬老会では、地域内の長寿の方への表彰が行われた

あと、世矢地区の児童・生徒たちからお祝いの言葉が

贈られました。

また、余興として太鼓や民謡、バンド演奏なども行

われた長寿の祝宴は大いに盛り上がり、敬老会に出席

した方は笑顔で「来年も

ここでみんなに会いた

い」と話していました。

問 保険年金課年金医療係（☎内線 117・118）
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水府中学校のボランティア活動隊（中嶋信人隊長外

8人）が中心となり、23,570個のエコキャップを集め
3月 23日市に寄付をしました。
収集は２年がかり、このまま捨てられてしまうのは

もったいないと学校全体に呼びかけ、収集を行ったも

のです。

「集まったエコキャップを数えるのは大変でしたが、

これでワクチン 29本分になるので、少しでも困って
いる方の役に立てればうれしい」と、ボランティア活

動隊の皆さんは話していました。

市内の親子を対象にした “親子で学ぼう” わが家の

防火・防災教室が、3月 20日に消防本部で開催されま
した。

参加した 31組 89人の親子は、楽しみながら「放水
訓練」、「ロープを使って救助訓練」、「水消火器を使っ

て消火訓練」などを体験学習し、救急隊による寸劇で

は、解りやすく止血法や固定法を学びました。

また教室終了後には、消防職員手作りのカレーがふ

るまわれ、参加者はみな美味しそうにカレーを食べて

いました。親子で楽しく防火・防災について学ぶこと

のできた催しとなりました。

昨年の東日本大震災が発生した日に合わせた 3月 11
日、真弓ヶ丘団地町会（小林良一町会長）で震災関連

の講話や追悼式を同団地多目的広場で行いました。

宮部吉明自主防災委員長が震災の際の状況を地域住

民に詳しく説明し、大地震が発生した 2時 46分に東
北の被災地に向けて 1分間の黙とうを行いました。そ
の後、参加者は震災に対する日頃の備えや対応策など

についての意見交換を行いました。

昨年の震災を振り返って話し合うことで、より一層

の地域の防災体制

の強化につながる

ことが期待されま

す。

「源氏川に花を咲かせま show実行委員会」が地元町
会やボランティアの皆さんと協力しながら、源氏川沿

いに植えたスイセンやしだれ桜が、4月上旬から中旬
にかけて見頃を迎えます。

総合福祉会館東側のしだれ桜は平成 19年に、スイ
センは平成 20年に植えたものが順調に育ち、山吹運
動公園道路脇には平成 21年に植え付けたスイセンの
花がうららかな春を彩ります。

開花を目前に控えた 3月 24日には、実行委員会や
市民団体、年間を通して除草作業を行っている稲木町

東友会など 100人を超えるボランティアの皆さんが周
辺の除草作業に汗を流しました。

同実行委員会は、「常陸太田市に新たな名所を作ろ

う！」を合言葉に、

今後も源氏川沿いの

環境整備に取り組ん

でいきます。
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小中コミュニティ
センター
（小中町 1583-2）
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今回は、小中町を歩いてきました。小中コミュニティセンターに車をおいて国道 349号を南に歩くと、
生
お い だ
田の滝入口の看板があるので、それを目印に東に折れて生田の滝を目指します。生田の滝は毎年ここを会

場にコンサートが開催されるほど、景観が素晴らしいところです。

また、349号をはさみ西方向には手軽な登山が楽しめる鍋足山（平成 22年 10月号で紹介）があります。
時間があれば歩いてみるのもよいでしょう。短時間で山と滝が楽しめる自然豊かな地区です。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近なウォーキングコースを紹介していき

ます。地元の意外と知られていない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

なぜか、川向こうの不動尊に対し
対岸に鳥居が建っている。

不動尊② 

出合いの滝からさらに
進むと、三筋の流れが
美しい大滝が現れる。

市指定天然記念
物で推定樹齢
450年は県下最
大級。秋には見
事な紅葉が見ら
れる。近くにも
巨木が多い。

菊池家のモミジ① 

生田の滝の巨岩上の杉④ 

⑤ 生田の滝（大滝）

⑥ 羽黒神社

十二所神社・熊野神社
と同じく全国に多く存
在し出羽三山の羽黒権
現を祀った神社。政教
分離のため村社の文字
をコンクリートで埋め
てある。鳥居から本殿
までの距離が長い。

③ 生田の滝（出合いの滝）

⑦ 庚申塔・馬力神 庚申塔は庚申の夜は眠らず
語り明かした民間信仰に基
づき建てられた。道の反対
側に馬力神と刻んだ石塔が
多く見られるが、その大部
分は愛馬の供養のために立
てられたもの。馬を大切に
した土地柄から新しいもの
も多い。

出合いの滝の真上にあり、巨岩に
しがみつくように根を張って滝を
見つめ続けているように立ってい
る。根元には馬頭観世音の碑があ
る。

上流から来る小滝
と大滝が交わり出
合う場所。生田の
滝のコンサートが
毎年開催され、幻
想的な雰囲気に包
まれる。

 
文化課エコミュージアム推進室（内線 541）
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平成 14年から活動を始めた「図書修繕ボランティア」
は、現在 20人の会員で活動しています。
主な活動は、ページや表紙などが外れてしまったり

傷んだ市立図書館の本を直すこと。特に人気がある本

は傷みやすく、糊付けしたり傷みがひどいときは糸で

縫い合わせて直していきます。本を直す道具はみな会

員の手作り。長年試行錯誤を繰り返しながら、会員が

使いやすい道具へと進化させてきました。

また毎年、図書修繕体験に市内の中学生を受入れ、

会員が子どもたちに本の直し方を丁寧に教えています。

本を直すことを通じて、子どもたちにとって物の大切

さを知るいい機会となります。さらに最近では市外の

図書館の方も研修に来ることも多くなり、会員の皆さ

んは、ますますやりがいを感じているそうです。

活動は毎週水曜から金曜で、会員それぞれが都合の

良い日に活動しています。和やかで楽しい活動は会員

相互の交流の場。多くの人とふれ合いながら楽しい時

間を過ごせることも、図書修繕ボランティアをしてい

て良かったと感じる点だそうです。

いつも綺麗に並んでいる図書館の本には、本を大切

にし、そして多くの人に

気持ちよく本を読んでも

らいたいという、図書修

繕ボランティアの皆さん

の心が込められています。

図書修繕ボランティアについて  問市立図書館（☎ 72-5555）

★ 「広報ひたちおおた」では、ボランティアに取り組ん
でいる方や団体を応援し、毎月ご紹介していきます！
　問情報政策課広報広聴係（内線 303・304）

ボランティア

　がんばって
ます！

傷んだ本を
　きれいに直して読みやすく。

図書修繕ボラ
ンティアの皆

さん

第１回
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表紙に

よせて

2月 24日から 3月 25日まで、スロータウン鯨ヶ丘で行われた雛祭りで立川醤油店に飾られた雛人形飾りです。
ウサギの雛人形は「布遊」というグループの手作りでひとつひとつ全部デザインが異なります。栄養剤の空き瓶
を芯に、着物を素材にして作られていて、中には花嫁ウサギと花婿ウサギの雛人形もありました。

「住めばワカル。常陸太田
」HP

●  新婚家庭への家賃補助や住宅取得者への助成など、常陸太田市
に住む方への支援や、中学生までの医療費助成などの子育て世

代に優しい施策など、本市で暮らす「特典」を紹介しているよ。

●   制度を利用している先輩たちの「生の声」を掲載しているんだ。

 常陸太田市ホーム
ページのココをク

リック！

妊娠時から出産、乳幼児期、保育園や幼稚園の入園、小・中学校の入学時など、成長過程でのさまざまな制度や必要な手続きを紹介。また、病気やけが、子育てや家庭内で悩んだときに相談できる機関を紹介しています。

○新婚家庭への
家賃助成

○第３子以降の
幼稚園・保育

　園の保育料が
無料

○紙おむつ購入
費助成

○中学生までの
医療費を助成

常陸太田市 HP
広報広聴係でアルバイト中の
カワセミの「こーたん」

やまぶきキッズHP


